
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

D-SEND#1 落下試験 D-SEND#2 落下試験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

D-SEND落下試験シーケンス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次世代超音速旅客機の実現に向け、JAXA固有の低ソニック
ブーム設計概念を超音速試験機を用いて飛行実証すると共
に、ソニックブーム国際基準検討に貢献し得るソニックブーム
計測手法を獲得する。 
 

①低ブーム設計概念の実証 
②空中ブーム計測技術の実証 

 

 
 

プロジェクトの目的 D-SEND#1&D-SEND#2落下試験の目的 
(1)D-SEND#1（軸対称体） 
①軸対称供試体による空中ブーム計測技術の確立 
②低ブーム波形計測可能性確認（N型波形との比較） 
③D-SEND#2の予備試験（試験習熟、計測方法等） 

スウェーデン・エスレンジ実験場 

250 000 m2 launch pad  

Tracking 

（１）N型波形を発生するNWMと半減された低ソニックブーム波形を
発生するLBMを高度約30kmから連続的に落下させる。 

（２）試験は、2011年5月に2回実施され、マッハ1.4において低ブー
ム化された軸対称体形状の効果を世界で初めて確認した。 

（３）新規開発の係留気球を用いたブーム計測システムによる空中
ブーム計測手法を確立した。 

（４）試験結果は、D-SENDデータベースで公開中。 

NWM 
W=630kg 
LxDia.=5.6mxΦ0.613m 

LBM 
W=700kg 
LxDia.=8mxΦ0.613m 

地上付近の大気乱流のソニック
ブームに与える影響を計測する
ために、高度1kmに気球を係留
し、地上から気球までの係留索
上の複数点に低周波マイクを搭
載する。 

ブーム計測システム 
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第１回試験結果 

気球放球準備 

（１）JAXA固有の低ソニックブーム設計概念を適用した 
  超音速試験機（重量１トン、全長８m)を新たに開発。 
（２）D-SEND#1と同様に気球から分離し、超音速にて完全自

律滑空を行い、先端及び後端が低ブーム化されたソニッ
クブーム波形を発生させる。 

（３）試験は、２０１３年８月にスウェーデンで実施予定。 

低ソニックブーム設計概念 

(2)D-SEND#2（超音速試験機） 
①先端/後端の低ブーム設計効果を定性的に実証 
②低ブーム波形取得技術の確立 
③低ブーム伝播解析技術の検証 

全機構造強度試験 
超音速
試験機 

項目 諸元 

全備重量 1000kg 

翼面積 4.891m2 

翼幅 3.510m 

全長 7.913m 

D-SENDプロジェクト 
Drop test for Simplified Evaluation of Non-symmetrically Distributed sonic boom  

D-SENDプロジェクトチーム 
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